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国
道
１
０
５
号
線
か
ら
阿
仁
ス
キ
ー

場
に
向
か
い
ま
も
な
く
左
側
に
標
柱
が

あ
り
、
民
家
の
後
ろ
に
ひ
っ
そ
り
た
た

ず
ん
で
い
る
松
で
す
。

　
元
禄
15
年
（
１
７
０
２
年
）
阿
仁
鉱

山
が
秋
田
藩
の
直
営
と
な
り
、
文
化
６

年
（
１
８
０
９
年
）
第
９
代
藩
主
佐
竹

義
和
公
が
鉱
山
を
視
察
し
た
時
の
記
念

に
植
え
ら
れ
た
松
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

荒
瀬
で
は
藩
主
の
た
め
小
沢
に
休
憩
所

を
設
け
、
闘
牛
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
そ

う
で
す
。
３
本
の
五
葉
松
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
１
本
だ
け
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、天
保
２
年
（
１
８
３
１
年
）

10
代
藩
主
義
厚
公
が
、
文
久
元

年
（
１
８
６
１
年
）
に
は
12
代

藩
主
義
尭
公
が
銅
山
を
視
察
し

て
い
ま
す
。

◇「
視
察
」
の
こ
と
を
「
巡
見
」

と
い
い
、
江
戸
時
代
幕
府
が
諸

国
に
派
遣
し
て
、
地
方
政
治
の

良
否
を
視
察
さ
せ
た
役
人
を

「
巡
見
使
」
と
呼
び
ま
し
た
。

寛
永
（
１
６
２
４
年
）
以
後
に

は
将
軍
が
代
わ
る
ご
と
に
地
方
に
派
遣

し
た
よ
う
で
す
。
鎌
倉
幕
府
で
は
、
職

名
と
し
て
「
巡
検
使
」
が
あ
り
、
諸
国

を
巡
り
庶
民
の
苦
楽
を
察
し
、
作
物
の

豊
凶
を
取
り
調
べ
た
よ
う
で
す
。

◇「
荒
瀬
村
」
は
、
享
保
15
年
（
１
７

３
０
年
）
の
『
六
郡
郡
邑
記
』
に
よ
る

と
戸
数
50
軒
、
枝
郷
と
し
て
萱
草
24
軒
、

笑
内
22
軒
、
根
子
30
軒
、
比
立
内
31
軒

な
ど
総
戸
数
４
０
０
軒
余
の
大
村
で
し

た
。
集
落
の
北
は
阿
仁
銀
山
と
ほ
ぼ
連

続
す
る
山
村
地
帯
で
、
主
に
銀
山
で
働

い
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
冬
か
ら
春

は
熊
を
取
り
、粟
や
稗
を
食
べ
、酒
は
粟
、

蕎
麦
で
作
っ
て
飲
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

（『
秋
田
風
土
記
』）

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／『
阿
仁
町
史
』『
北
鹿
は
宝
箱
』

『
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
』『
秋
田
県
の

地
名
』
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

○
「
佐
竹
公
御
手
植
の
松
」

▲佐竹公御手植の松（阿仁荒瀬）　

学びの広場

◇
所
在
地　
阿
仁
荒
瀬
字
向
岱
９－

２

◇
管
理
者　
北
秋
田
市

伊勢堂岱遺跡の環境整備へ
～国指定史跡・伊勢堂岱遺跡～

　５月３日～31日まで伊勢堂岱遺跡の一般公開が
行われました。今年度は６月から環状列石の修復
など遺跡内の環境整備が始まるため、５月のみの
一般公開でした。大型連休には県内外から多くの
見学者が訪れ、伊勢堂岱遺跡ワーキンググループ
（佐藤善寿代表）が縄文時代のロマンについてわか
りやすく説明しました。
　一般公開に合わせて、北秋田市文化会館の展示
資料室（９時～17時／入場無料／水曜日休館）を
リニューアルしました。伊勢堂岱遺跡をはじめ、 ▲雨の中行われた今年度の一般公開初日

藤株遺跡や向様田遺跡など市内の出土品 300 点以
上を公開していますので、是非ご覧ください。

大きくなあれ！　ぼくらのシイタケ！
～鷹巣東小学校『シイタケ･ナメコの植菌作業』～

　鷹巣東小学校（寺田博明校長、児童 88 人）の
シイタケ・ナメコの植菌作業が４月25日、同校で
行われ、子どもたちが作業を体験しました。
　この植菌作業は、同校の森林環境学習の一環と
して、地域のボランティア「おらほの学校応援し
隊」の５人の協力のもと行われました。
　隊員が約 100 本のナラのほだ木に電動ドリルで
手際良く穴を開け、子どもたちは隊員に植菌方法
を教えてもらいながら、一つ一つ丁寧に木づちで
「種ごま」を打ち込んでいきました。 ▲植菌作業を体験する子どもたち

　今回植菌したほだ木は、来年の収穫時まで子ど
もたちが管理をしながら大切に育てていきます。

仲間との絆を深め、ともに学ぼう
～高齢者大学入学・開講式～

　
■
花
の
苗
販
売
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
花
の
苗
の
販
売
を
行
な
い
ま
す
。

　
個
人
で
、
地
域
や
団
体
で
、
み
な
さ
ん

で
市
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所

　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
北
秋
田

市
栄
地
内
／
ザ
・
ビ
ッ
グ
た
か
の
す
店
の

道
路
を
は
さ
ん
だ
北
側
）

種
類
と
価
格　

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　
　
（
黄
／
オ
レ
ン
ジ
）
…
…
30
円

▽
サ
ル
ビ
ア
（
赤
）
…
…
…
…
40
円

事
前
申
込
み
期
間

　
６
月
４
日
（
月
）
〜
６
月
10
日
（
日
）

※
各
公
民
館
に
申
込
用
紙
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

販
売
日
時　

▽
事
前
申
込
み
し
た
方

　
６
月
16
日
（
土
）
〜
６
月
17
日
（
日
）

　
午
前
５
時
30
分
〜
午
前
９
時

▽
申
込
み
し
な
い
で
購
入
す
る
方

　
６
月
17
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
苗
を
入
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
箱
等
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

※
予
定
数
量
に
達
し
た
時
点
で
販
売
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　
　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
内

（
成
田
和
子
）　
☎
・
　
62－

1
3
8
6

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
知
識
や

経
験
、
特
技
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
学
習

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
例
】

◇
学
校
農
園
や
花
壇
作
業
の
支
援
作
業

◇
ミ
シ
ン
や
裁
縫
の
補
助

◇
昔
の
遊
び
体
験

◇
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
地
域
の
歴
史
文
化
の
説
明
・・
他
多
数

申
込
先　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

※
募
集
要
項
は
、
中
央
公
民
館
ほ
か
各
公

民
館
に
準
備
し
て
い
ま
す

　
　
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62－

１
１
３
０

　
森
吉
公
民
館
の
非
常
勤
館
長
が
新
た
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

森
吉
公
民
館
長　
櫻
庭　
博
志　
氏

任
期　
平
成
24
年
５
月
１
日
〜
平
成
26
年

３
月
31
日

　
公
民
館
へ
の
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72－

３
２
５
９

申
問

阿
仁
公
民
館

市
内
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
！

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

阿
仁
公
民
館

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
ら
ほ
の
学
校
応
援
し
隊
』
募
集

「おらほの学校応援し隊」活動紹介①

　４月26日の合川ことぶき大学を皮切りに、高鷹
大学、阿仁生き生き大学、森吉大学と、今年度の
各地区高齢者大学が開講しました。
　このうち、高鷹大学（佐藤善寿学長）の入学・
開講式が５月16日、文化会館で開かれ、新入生22
人を迎え 221人の学生が学習活動をスタートさせ
ました。
　開講式終了後、第１回講座として秋田大学北秋
田分校の濱田純校長が「子どもは未来を見て育つ」
と題して講演しました。 ▲221人が学習活動をスタートさせた高鷹大学

　各高齢者大学では、講座や移動研修、クラブ活
動などが計画されており、多くの学生が学びます。

〜
あ
な
た
の
力
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜

新
公
民
館
長
が
就
任
し
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

問
申
問


